
大崎地域における令和８年度米づくり推進事項 

 

宮城県北部における令和７年産米の作柄は、10a 当たり収量 533kg（ふるい目 1.90mm）で、作況

単収指数は 99 と平年並みの水準となった。品質面においても、県全体の水稲うるち玄米の一等米比率

は 93.0％（令和７年 12 月末現在）と、概ね良好であった。 

令和７年産では、６月中旬以降まとまった雨がなく、７月末には鳴子ダムの貯水率が 0％になる深刻な

用水不足が発生した。一部では葉先枯れ等の被害も見られたものの、番水と飽水管理、８月の降雨によ

り深刻な被害は免れた。出穂前の好天や、出穂後における適度な高温と日照条件により、登熟は順調に

進み、収量は平年並み、高い一等米比率を確保した。 

全国的な米不足と生産者価格の上昇を背景に、大崎地域においても、令和７年産主食用米の作付面

積が、前年産に比べて増加した。しかしながら令和８年１月末現在の民間在庫量は高い水準で推移して

おり、米価下落リスクが懸念されるところである。 

大崎地域は、本県を代表する米どころとして、高い生産性と持続性を維持しつつ、今まで以上に品質

の確保を図り、消費者や実需者のニーズに応えた米生産を推進していく必要がある。 

このような背景を受け、気候変動に対応した米づくりと、需給状況に応じた生産・販売の取り組みを支

援することが求められていることから、令和８年度の大崎地域の米づくり推進にあたっては、以下に掲げ

る推進事項のもと、関係機関・団体が一体となり取り組んでいくものとする。 

 

重点推進テーマ 

『高温条件に対応した米づくり』 

高温条件においても安定した収量を確保し、高品質で良食味な「みやぎ米」を生産するための“技

術対策の定着”を目指す。 

 

推進事項及び取組内容 

１ 気候変動に対応した米づくりの推進  

・直播栽培や晩期栽培等、作期分散やリスク低減のための技術推進 

・高温登熟耐性等に優れる品種の導入・普及推進 

・登熟期間の光合成能力を高く維持するための土づくりや葉色診断に基づく追肥の推進 

・渇水、高温時期における「飽水管理」の推進 

・適期刈取と適切な乾燥調製の推進による品質低下の防止 

 

２ 先進技術等を活用した米づくりの効率化と高度化  

(１) 米づくりの省力化と高度化に資する乾田直播等の栽培技術の普及促進 

・栽培技術研修会の開催や技術情報の提供等による普及拡大 

・技術普及展示ほの活用による生産技術の向上 

 

(２) 生産性向上のためのスマート農業の推進 

・営農管理・栽培支援システムの導入・活用支援 

・ＲＴＫ基地局を活用した自動操舵等による、機械作業の軽労化と高精度化の推進 

・ドローンを活用した生育診断ツールの実装に向けた検討 



(３) 農地集積・集約化の推進 

・農地中間管理事業や農地整備事業との連携強化 

・農地集積・集約化による効率的な水田経営の推進 

 

(４) 土づくりや多収品種・専用品種導入による単収向上 

・有機質資源（堆肥、稲わら等）活用による肥料コスト低減対策と地力向上の推進 

・多収品種導入等による飼料用米等の収量確保 

 

３ 需要に応じた生産と多彩な米づくりの推進  

(1) 需要に応じた米づくりの推進 

・国の需給見通し等を踏まえて設定された主食用米の「生産の目安」に基づく、地域農業再生協議会

等と連携した、需要に応じた米づくりの推進 

 

(2) 需要に応じた「みやぎ米」の普及定着 

・「ひとめぼれ」、「つや姫」、「ササニシキ」、「だて正夢」等を柱とする、「みやぎ米」の需要に応じた作付

定着 

 

(3) 特色ある米を活かした新たな販路の拡大 

・「ささ結」、「ささゆた香」、「ゆきむすび」、「金のいぶき」等、地域が取り組むブランド米の生産や販路

開拓支援 

・「吟のいろは」、「蔵の華」等、実需者と連携した酒造好適米品種の生産支援 

・業務用米等、需要に応じた多収品種の導入、低コスト栽培の推進 

・水田活用の直接支払交付金やコメ新市場開拓等促進事業を活用した新市場開拓用米等の生産拡

大支援 

 

(4) 水稲種子の安定生産と供給 

・種子生産ほ場の病害虫、雑草防除、周辺ほ場の種子伝染性病害対策および異種穀粒、異品種粒混

入防止対策の徹底 

・「主要農作物種子条例」に基づく安定生産と品質確保に向けた現地指導・研修の継続実施 

・持続的な種子生産のための、組織体制の強化と老朽化対策に向けた支援 

 

４ 環境との調和に配慮した安全・安心な米づくり  

(1) 消費者に信頼される米づくりの推進 

・米トレーサビリティ等の確実な実施 

・農薬危害防止と環境に配慮した適正な農薬使用の推進 

 

(2) 環境に配慮したみやぎ米づくりの推進 

・環境保全米取組運動の推進と作付拡大 

・特別栽培農産物等の推進 

・環境負荷低減事業活動実施計画等の認定（みどり認定）取得の推進 

・オーガニックビレッジに取り組む市町や生産者の支援 

 

 


